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刀
剣
研
磨
外
装
技
術
研
修
会
は
以
下
の 

受
講
生
を
迎
え
、
本
年
も
つ
つ
が
な
く
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

両
国
で
４
回
目
と
な
る
研
修
会
は
、
前
半

の
６
月
25
日（
金
）か
ら
27
日（
日
）ま
で
を

「
刀
剣
研
磨
の
部
」、
後
半
の
28
日（
月
）か 

ら
30
日（
水
）ま
で
を
「
外
装
の
部
」
と
し
て
、

双
方
と
も
３
日
ず
つ
、
刀
剣
博
物
館
一
階
講

堂
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
講
式
は
そ
れ
ぞ
れ
初
日
の
午
前
９
時 

30
分
か
ら
行
わ
れ
、
柴
原
専
務
理
事
、
飯
田

事
務
局
長
が
挨
拶
し
、
本
研
修
会
は
公
益
財

団
法
人
と
し
て
の
重
要
な
事
業
で
あ
る
こ
と
、

こ
の
研
修
会
で
培
っ
た
技
術
が
日
本
の
伝
統

技
術
継
承
へ
と
繋
が
る
よ
う
受
講
生
は
励
ん

で
欲
し
い
こ
と
、
協
会
と
し
て
も
職
方
の
皆

開
講
式

部
門
別
の
講
師
・
テ
ー
マ
・
参
加
者
一
覧
（
敬
称
略
）

■
研
磨
の
部

講　

師　

臼
木
良
彦

テ
ー
マ　

仕
上
げ
研
ぎ

特
別
研
修
生

　
　
　
　
　

青
森
県　

細
越
敬
喜

　
　
　
　
　
　

特
別
研
修
生
３
年
間
修
了

　
　
　
　
　

群
馬
県　

細
村
正
勝　

　
　
　
　
　
　

特
別
研
修
生
３
年
間
修
了

研
修
生　

福
岡
県　

諸
富　

剛

　
　
　
　
　
　
　
　

研
修
生
３
年
間
修
了

聴
講
生　

京
都
府　

赤
川
裕
実

　
　
　
　

神
奈
川
県　

大
西
浩
史

　
　
　
　
　

群
馬
県　

柿
沼
進
一

　
　
　
　
　

千
葉
県　

田
中
賢
治
郎

　
　
　
　
　

埼
玉
県　

福
島
義
浩

　
　
　
　
　

石
川
県　

横
山
浩
史

■
白
鞘
の
部

講　

師　

廣
井
章
久

テ
ー
マ　

搔
き
入
れ
の
基
礎
技
法

研
修
生　

宮
城
県　

今
野
利
幸

聴
講
生　

群
馬
県　

柿
沼
進
一

■
柄
前
の
部

講　

師　

久
保
純
一

テ
ー
マ　

柄
巻
の
基
礎
技
法

研
修
生　

　
　
　
　

神
奈
川
県　

平
山
直
弥　

　
　
　
　
　
　
　
　

研
修
生
３
年
間
修
了

聴
講
生　

新
潟
県　

佐
久
間
保
男

■
白
銀
の
部

講　

師　

羽
川
安
穂

テ
ー
マ　

着
せ
の
基
礎
技
法

研
修
生　

東
京
都　

佐
藤　

周

　
　
　
　
　
　
　
　

研
修
生
３
年
間
修
了

　
　
　
　

神
奈
川
県　

岡
村
明
日
香

聴
講
生　

京
都
府　

上
野
宏
樹

　
　
　
　
　

東
京
都　

武
田
典
明

　
　
　
　
　

東
京
都　

中
村
晋
也

　
　
　
　
　

京
都
府　

前
田
航
汰

　
　
　
　

神
奈
川
県　

武
藤　

健

本
年
度
、
特
別
研
修
修
了
証
・
研
修
修

了
証
が
授
与
さ
れ
た
方
々

◇
特
別
研
修
修
了
者

研
磨
の
部　

細
越
敬
喜

　
　
　
　
　
　

細
村
正
勝

◇
研
修
修
了
者

研
磨
の
部　

諸
富　

剛

柄
前
の
部　

平
山
直
弥

白
銀
の
部　

佐
藤　

周

※
本
年
の
鍛
冶
研
ぎ
研
修
会
は
、
諸
般
の

事
情
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

令
和
３
年
度
美
術
刀
剣
製
作
技
術
保
存
研
修
会

　
　

刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術
研
修
会

　
　　

な
ら
び
に
鍛
冶
研
ぎ
研
修
会
開
催
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さ
ま
の
支
え
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
こ
と
、

な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

本
研
修
会
は
前
回
と
同
様
に
少
数
精
鋭 

の
方
針
を
と
り
、
非
常
に
内
容
の
濃
い
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
研
修
生
は
普
段
接
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
講
師
か
ら
、
多
く
の
技
術
を

吸
収
し
、真
摯
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
。

閉
講
式
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
最
終
日
、

午
後
２
時
か
ら
行
わ
れ
、
飯
田
事
務
局
長
に

よ
る
挨
拶
及
び
受
講
証
書
・
修
了
証
書
の
授

与
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
師
の
先
生
か
ら
は
、
こ
の
研
修
会
で
の

成
果
を
日
々
の
仕
事
に
活
か
し
て
、
切
磋
琢

磨
し
職
人
全
体
の
技
術
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ

と
の
重
要
性
が
講
評
と
し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

去
年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
収
束
が
見
え
な
い
不
安
の
中
で
の
開
催

で
あ
り
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
消
毒
、
会

場
内
の
換
気
な
ど
、
様
々
な
対
策
を
講
じ
て

の
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
悪
条
件
下
の
研
修
会
が
、
充
実
し
た

も
の
と
な
り
事
故
も
な
く
終
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
講
師
の
先
生
方
と
受

講
生
の
真
摯
な
姿
勢
に
よ
る
も
の
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。
協
会
も
今
回
の
成
果
を
継
承
し
、

次
回
に
繫
げ
、
伝
統
あ
る
こ
の
研
修
会
が
絶

え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

講
師
の
先
生
方
に
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
ご
多
忙
に
も
関
わ
ら
ず
大
変
熱
心
な

御
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

白
鞘
の
部
　
廣
井
講
師

白
銀
の
部
　
羽
川
講
師

研
磨
の
部
　
臼
木
講
師

柄
前
の
部
　
久
保
講
師

閉
講
式


